

































































































































































































































































































































































































































(N） ４９ｓ S､9３ ４５７ ４Ｇｓ ４Ｇｓ ５５１
植物から天然機能性物質を種々の抽出法を行うことにより抽出効果を高めること
ができた。食品に用いることができる植物から抽出された抗酸化成分は魅力ある研究
課題であり、その実用化が期待される分野で、体内の抗酸化機構に対して抗酸化成分
がどのように寄与するかを定量的に解析することが必要となってくる。そのためには、
抗酸化成分を特定し、種々の成分の性質や抗酸化活性の大きさを測定する必要がある。
笹から有用な天然機能性物質の抽出を効率的に行う方法は､他の植物にも代用でき
る有効な方法であるといえる。
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学位論文審査結果の要旨
本学位論文に関して各審査委員によって個別に審査を行うとともに平成１８年２月１曰に口頭発表会と論
文審査委員会を開催し、以下のように判定した。
本論文では、植物からの燃料物質（メタン）の効率的生産、安全かつ廃棄物フリーの豆腐様栄養食品の製
造、天然抗酸化物質の新規抽出分離法について研究した。木質物質を迅速かつ高効率でメタン化するために
は脱リグニン処理と窒素含有量の高い食品廃棄物である“おから”等の添加（Ｃ／Ｎ比約１８に調整）が必
要であることを示した。木質物質の脱リグニン処理として種々の前処理（物理的､化学的､生物的処理など）
を行い、省エネルギーで大量のメタンを得るための最適な前処理方法と条件を決定した。次に、高温水蒸気
による加水分解と瞬間的な減圧操作から成る爆砕操作を大豆や笹の可溶化に用いることにより、食物繊維を
多く含み介護食に適した豆腐様栄養食品の製造や非常に高い抗酸化活性（沸騰水抽出の数十倍程度）を持つ
水可溶性画分の分離・回収を行うことができた｡
以上のように、本論文は種々の植物からの有用物質の生産や抽出分離のために多くの有用な知見を与える
だけでなく、エネルギー、食品および医薬等の関連分野への応用とともに実用化が待たれる研究成果である
ので、博士（工学）に値すると判定した。
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